
第３学年 社会科「地域に根ざし，受け継がれる鎌田醤油工場の業」

学習指導者 滝井 康隆

身近な醤油を生産している工場を取り扱い，子供の興味関心に沿って学習を進

めました。また，醤油造りの様子を調べた後，時間的視野を広げることで，古く
主張点

から地域の生活と深く関わる産業であることに気付かせ，地域住民に必要とされ

る商品を作り続け，長く愛され続けていることを捉えられるようにしました。

坂出市の工場分布を調べ，醤油工場の多さに気付き，原料の入手のしやすさを

前時までの学び 捉えていきました。工場を見学し，醤油造りの工程を調べるうちに，鎌田醤油の

二つの工場に気付き，港工場と本社工場の役割の違いを調べていきました。

〈課題設定以前〉 クリップボード（補助黒板）を使って，前時の学習を振り返る課程で，工場の

１ 学習課題を確 周りの道が広く，高速道路や港にも近いため，原料や商品の輸送に便利な港工場

認する。 で多くの醤油を生産しているにもかかわらず，本社工場でも醤油の生産をしてい

ることに疑問を感じていきました。

学習課題：本社工場は，なぜ町中にあるのだろう

〈課題解決中〉

２ 本社工場が町 学習課題に対する自分の考えを付箋紙に書き，話合いボードに貼り付けていき

中にある理由を ました。その後，友達と話し合いながら同じ内容の付箋をまとめたり，そう考え

予想する。 る理由を聞いたりして，考えをつくっていきました。その後の全体交流で出され

た，「昔からそこにあったのではないか」という意見を基に，年表や昔の地図を使

って，もう一度本社工場が町中にある理由について話合いボードを使って考えて

３ 本社工場が町 いきました。

中にある理由を，

年表や地図を基

に考え，話し合

う。

〈課題解決後〉 学習課題に対して本時分かったことをまとめた後，振り返りの時間をとりまし

４ 本時の学習を た。自分の考えが変わったかどうかと，変わった（変わらな

振り返る。 かった）理由を記述するために，振り返りカードを使って，

本時の学びを振り返るよう促しました。

自分の考えをつくったり，話し合ったりする時間が短く，班での話合いで十分

考察 深められなかった。また，既習事項に基づいて考えをつくること，根拠をもって

話し合うことを共通理解しておくことも考えを深める前提条件である。

本社工場は町中にあり，港工場と違って

周りの道が狭く，トラックが通りにくい

はずなのに，醤油生産をしていることが

不思議です。

昔の地図を見たら，昔から周り

に家がたくさんあるよ。近くに

塩田もあって原料も手に入りや

すかったのだね。

今は，本社工場の周りにた

くさんの家があって，人が

多いから，たくさん買って

くれるのではないかな。

考えが変わったよ。昔の坂出の地図の海の部分を見たからだよ。

学習指導案はこちら→ http://www.ed.kagawa-u.ac.jp/~sakasho/open-class.html


